
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和８年度  

   10月号 

八潮市緑町三丁目９番地１ 

   ☎９９６－１３７７ 松之木小だより 児童数；３７３名 

 

 

 

 

 

 

２学期がスタートして１か月が経ちました。例年ですと残暑厳しい９月ですが、今年は

雨の多い９月となりました。子どもたちも休み時間に校庭で元気に遊ぶことができず、教

室や体育館で工夫して過ごしていました。 

さて、９月１日の２学期始業式では、「目標を持つことの大切さ」について話をしまし

た。その一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業式では４年生の代表児童２名が、『２学期に頑張りたいこと』を全校児童に向けて

落ち着いて発表することができました。二人とも２学期の目標をしっかりと決めていまし

た。「漢字５０問テストで１００点をとる。」、「運動会でみんなをひっぱっていけるよ

うなリレーの選手になる。」など具体的な目標でした。 

１０月に入り、まもなく運動会の練習が始まります。インフルエンザの流行も気になり

ますが、ご家庭でも引き続きの体調管理をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

（略）みなさんもこれから２学期の目標を立てると思いますが、「目標を持つ」というこ

とは、とても大切なことです。なぜでしょうか。それは、自分自身の成長を確かめ、自分

をもっともっと伸ばしていくために必要なものだからです。 

もし、目標を持たなかったとすると、自分は何ができるようになって、何を頑張らなく

てはいけないか、気づくことができません。目標を持っていると、それができたか、でき

なかったかを自分でしっかりと確認できます。 

できなかったら、なぜできなかったかを自分で振り返り、目標を立て直してください。

達成することができたら、さらに高い目標を立ててください。 

そうすることで自分を一歩一歩成長させていくことができます。 

目標を立てる、そして振り返る、さらに、次の目標を立てる、そしてまた、振り返る。

その繰り返しで人は成長していくんだと、校長先生は思います。 

ただし、目標を立てる時は、最初から難しい目標を立てずに、自分が少し頑張ればでき

そうなことを目標にしてください。そして、できるだけ具体的にできたか、できなかった

かが、わかるような目標にしましょう。 

小さな目標をひとつずつ達成していくことで、自分を成長させていきましょう。 

では、２学期も頑張りましょう。 

目標を持つことの大切さ 

校長 須賀 裕之 



 


